
(出典 :平成21年度医療的ケア実施体制状況調査)

特別支援学校医療的ケア実施体制状況(H21.5.1)【 研修】        資粋 ~4′

教育委員会主催の研修について調査。学校単位の研修については記載していな※教育委員会主催の研修につい 査 。

都道府
県市

教員研修 看護師研修

期間 人 数 内 容 期 間 人 数 囚 谷

北海道 3日 52人
じ同と

ヽ
　

　

　

　

修研員教

青森県
Эl日

Эl日

人
人

①
②

①講義「医療的ケアの実施体制」/構義「リスクマネージ
メント体制とヒヤリハットの活用」/講義「摂食・嘆下障害α

原因と病態J/講義「重度・重複障害児の健康管理と医
療的ケア」
②講義「実施校における医療的ケアの校内体制等につ
いて」/演習「医療的ケアの実際J/演習「呼吸障害のリ
ハビリテーション」

岩手県 日 4A

・協議・意見交換
校内の共通理解を図るための取り組み/教員と看護師の
連携を図るための取り組み/危機管理(リスクマネジメンn
に関する取り組みとその対処事例等/その他
・講話
「医療的ケアを必要とする児童生徒の医療(仮題)」 講
泊F:もりおかこども病院看護師長

教員研修と同じ

事城県
Эl日

22日
048人
②15人

1日 2人

①特別支援教育について

?罪督獣篠貫管渉裏薪鞣メギL名の看護師に実施し
たもの。

秋田県
日

日

Э
②

11人

Э平成2■ 年度特別支援学校における医療的ケアに関す
る研修事業(北海道。東北・北関東プロック)に参カロ

繁 艤 夢 舅 鰐 議 鰤 )翼絶鷹ζ爆舞 電

場校 (肢体不自由特

"j支

援学校 )の授業参観/情報交

換(しヤリハット事例について、医療的クア実施上の課題

について 等)

福島県 1日 19人 澤鰐≧瑠 鐸 鯰 木
中`い に～」               __

茨城県

日

日

日

①48人

②100人

③13人

Э「医療的ケアの概要と注意事項について」/「健康状
態の観察について」/「呼吸機能とその障害、感染、消
毒、糖尿病や心疾患の注意などについてJ/「重度重複
障害児の健康とその障害について」/「排泄、摂食機能と
その障害について」の講義と医療的ケア実施校の実践発
募そ。(4/2,4/3)

② ①に同じ0/12,3/18)
③「ヒヤリハット事例について」

2日
39人

0日計)

鯨 福祉センターの見学、ヒヤリハット事例に関する検
討、各学校の情報交換等(6/17,11/20)

瞬木県

①2日

∝ 校
年1回

③各被
年3～4

回

臨猫２劾輛

①担当教員及び学校看護師の基礎的専P5的な知識・技
能を高めるための医療関係者からの請話や各校からの実
践報告。

Mか鱚躙腱1[憬詈[嚇諄
る内容等。

狙
屁

Э

Э
①50人

②個月嘔

群馬県 2日 35りに

・呼吸障害・摂食機能障害リド泄器脳障害・てんかん発
作・体温調節の障害・パイタルサインチェックの実際・姿
勢と排痰・リスクマネジメント。その他

埼玉県 3日 72A

第1講座「吸引に係る病理及び緊急時の対応と方法」/
第2講座「特lll支援学校における医療的ケアの在り方」/
第3講座「リスクマネージメントについてJ/第4講座「導尿
に係る病理に関する内容及び緊急時の対応と方法J/第
5講座「経管栄養に係る病理及び緊急時の対応と方法」
/第 6講座「吸引及び経管栄養の実際について」(実技
研修)

2日 7人
呼p/1関係に関する研修
栄表関係に関する研修



・ (出奥 :平成21年度医療的ケア実施体制状況調査)

特別支援学校医療的ケア実施体制状況(H21.51)【 研修】
学校単※教育委員会主催の研修について 位の研修については記載していない。

詢肺
教員研修 看護師研修

期 間 人数 円 谷 期間 人数 内容

千葉県 :日 90人

会場の関係から90人を2グループに分け、各2日 間実施
した。講師は医師に依頼している。Aグループ:7月 31日

(金 )、 8月 3日 (月 )Bグループ:8月 5日 (水 )、 8月 7日

(金)

<内容>各グループとも講義が中`れ
Э病態生理 ②感染症 ③衛生管理 ④泌尿器系障害
へのヽヽ ⑤医療的ケアの基本的な考え方 ⑥摂食障
害への対応 ⑦呼吸障害への対応 ③情報交換

2日 57人

第1回 日は全員参加で実施するが、第2回 日は実技研修
の位置づけとなるので、6グループ(1グループ10名 程
度)に分けて実施した。第1回 目 4月 3日 (金)第 2回 目
7月 30日 (本 )、 31日 (金 )、 8月 6日 (木 )、 17日 (月 )、 19
日(水 )、 24日 (月 )

<内容>第 1回 目 講義 説ヽ明(看護師の配置と服務、
医療的ケアガイドライン、県立特別支援学校の現状、医
療的ケアの変遷と課題)、 実践報告、グループ別協議と
情報交換実技/第 2回 目 実技(2病院の協力を得て、
医師の指導の下、実際の医療的ケアについての実技)

東京都 3日
60～ 120

人

研修会 I 摂食に関する講座
研修会Ⅱ 医療的ケアに関する講座 (基礎・専Pl)

研修会Ⅲ 自立活動に関する講座
研修会Ⅳ 養護教諭を対象とした講座

教員を対象とした研修全般を受けることができる。

神奈川県

日

日

日

防
＞
＞

① 45人

00人
00人
〈定員)

(1)医療ケア等の歴史や法的な解釈等について
(2)吸 引、経管栄養等の方法(座学及び模擬演習)

(3)医療ケア等に係る医学的基礎知識
(4)量症,い 身障害児施設等における実習
(5)重度重複障害児のコミュニケーション指導
(6)摂食指導(基礎知識及び事例研究)

(7)呼吸介助等、理学療法的アプローチ
(8)各専F5職種の専門性と多職種協働について

日

日

Э

Э

l①30人

022人
(定員)

(1)医療ケア等の歴史や法的な解釈等について

(2)医療ケア等に係る医学的基礎知識

(3)重度重複障害児の病理
(4)摂食指導(基礎知識及び事例研究)

(5)呼吸介助等、理学療法的アプローチ
(6)各専門職種の専F5性と多職種協働について

断潟県 2日 43人
医療的ケアの現状と教員による補助的タアについて//重
度・重複障害児の理解と指導/重度。重複障害児の療育
/実践発表 等

日 20A 曳麟 議践誓馨紡フ唱會農窪峯ζ月
';雲

ケ
勢保持と呼吸の援助(理学療法士より)

福井県 日 8人
瑠 認 階 鶴 ζ季靴 箇 ど庸 騒 ち
対象とした一般研修を実施している。同様の内容を12月

も実施予定。一般研修終了後、各学校にて必要に応じて
個別研l_Fを実施。

i日 17人

各枝から報告「医療的ケアに関する1青 報の記録一様式と

伝達方法―J/協議「医療的ケアを必要とする児童生徒
の看護記録等の取り方について」/実習 I「痰の吸引J/
実習Ⅱ「経管栄養・目腔ケア」/実習Ⅲ「蘇生術・AEDの
操作J

」J梨 県

日

日

日

ゝ
３
２

①31人

②5人

③16人

①平成21年度障害児の医療的ケア研修会(総合教育セ
ンター)

障害のある子どもの健康管理/障害のある子どもの病理

`激

攣ン餞Я5繁写術紗課貿易繁絶
導の実際
②医療的クアに係る第1回専P5研修
対象の理解/医療安全と感染防止/排泄障害に関わる
ケア/自 己導尿,摘便の指導について/栄養及び摂食
障害のケア/呼吸に関わるケア/医療的ケアの実際
Э医療的ケアに係る第2回専門研修
呼吸に関わるケア/講義「疾患について」/食事指導の

実際/機械・器具の取扱い/呼吸に関わるケア/AED
研修/栄養及び摂食障害ケアの実際/排泄に関わるケ
ア/感染対策/意見交換 (総看護師長以下看護士,学
校看護師,養護教諭,県教育委員会出席)

教員研修と同じ

良野県 日
107人
t延人数)

呼吸のしくみ/排尿のしくみ/てんかんについて/ポジ
ショニングについて/摂食啜下について/栄養管理に´

いて′/吸引・経管栄養。導尿について
日 0人 学校現場における医療的クアの参観、情報交換

咬阜県 2日 30人

医療的ケアについて基本的事項を各校で研修した者を
対象に、重度の障害・疾病のある児童生徒についての医
療上の専門的な対応方法に関する具体的な理解を深め
る。
・重度障害児の身体の特徴/坐薬の挿入/自 己導尿の

介助/吸弓1、 排痰の援助、日腔衛生/経管栄養

日 [人

1特別支援学校において医療的ケアが必要な児童・生徒
|に対し直接対応している看護師を対象に、看護師の役割

1鮮
£ 露 雪 鍋 喬″翻 瑠 i斃ろ鱗 首

を

る。

椰岡県 日 95A

基礎研修(第 1回)摂食唯下機能障害と経管栄養(講義・

質疑)/基礎研修(第2回 )子どもの成長発達とその障害
(講義・質疑)/専 F5研修 呼吸にかかわる医療的ケアの
実際(講義・質疑)/(参考)各学校で計画実施する個別
の「臨床研修J及 び「指導医による一般研修(年 3日程
度)」 の経費は、教育委員会の学校管理菱(既定経費)に

よる。

2日 1人

蟷 黎 吻 穆 鞣
制について (講義)

ついて                  __ _

里知県
日

日
餅
２

Э18人

018人
Э病院での実技実習
Э講義及び研究協議



(出典 :平成21年度医療的ケア実施体制状況調査)

特別支援学校医療的ケア実施体制状況(H21.5.1)【 研修】  
レ

調査。学校単位の研修については記載L玉いな|※教 会主催の研修につい こつ し

赫肺
教員研修 看護師研修

期間 人 数 囚 谷 期 間 人 数 囚 谷

三童県
日

日
①35人

②05人

①「学校における手当の教育的意義と配慮点について」
/「三分脊椎:病態。合併症。その対応」/「日腔衛生管
理:歯の治療、食後の対応」

こ1:懲]営き][;昂をlIII『[!III[L
いて」/「救急医療・緊急時の対処:パイタルサインの観

秀棘堡鷲霧:鑑夕):群%mi
び医学的な諸問題について」   ______

日 4人
講義「医療的ケアを必要とする小児医療の実態」/1青報
交換

滋賀県 日 8人
緊急時対応のための一般研修と器具の扱いなどについ

ての臨床研修
Э半日
3半 日 どで

|][

京都府

日

日

日

Э

Э

Э

00Э
約90人

特別支援学校における医療的ケアの意義及び基礎知識

(講演)/重度・重複障害児の身体の特徴と指導上の留

意点(講演)/重度・重複障害児の摂食と呼吸に関するこ

と(講演)/経管栄養に関する基礎知識及び最新の情報
等(講演)/ヒヤリハット事象について(報告・協議)

1日 i瑯規フ瘍355豚響録鰈
喘.急 等に力功 わヽること)」

大阪府

日

日

日

①約250

人(延べ)

②約30

人
0約 60

人(延べ
)

①講義「障がし`のある子どもに対する医療的クアー小児
神経科の立場から一」/講義「障がいのある子どもに対
する医療的ケアー消化器・内分泌科の立場から一J/講
義「医療的ケアの歴史と意義」/講義「庫がいのある子ど
もに対する医療的クアー小児耳鼻p「l頭科の立場から一」

2雪彗編驚異賞型諏製案融調器す夕木姦撥 籍 疑
応答
③講義f呼吸障がいのある子どもの医療的ケア」/講義
「障がいのある子どもの人権についてJ/班別協議

教員研修の②と同じ

兵庫県 1日 60人

階霧 譲
1統「躍雑 g砕鼈 飢

や看護師などllL職種と連携した教育の在り方について考
える。

響!賛町 察 寡溜 霧 務 躙 駄 繊
養護教諭・教諭と看護師等の連携と協働の在り方につい

て

教員研修と同じ

奈良県
Э半日
Э半日

D50人
915人

①校内における医療的ケアの実施体制について/医療
的ケアを必要とする児童生徒の指導について/主治医と

②薄観支援学校における医療との連携の在り方

和歌山県 日 0人

・県内特別j支援学校の現状について(特卿1支援学校学

躙 鶉 扮覇
鳥取県 日 4人

菫魏 頸 占雅 易:蹴 蘇 槙 巽 斃 T」
害・アプローチ～」言語聴党士/演習「姿勢と蝶下」「ロ
腔ケア」言語聴覚士。理学療法士‐看護師

日 16人 諄熙跡徘諄簿楊酬:炉餞岬鷲

島根県 1日 40人
爵咆踵‰漑 鱚 雛ξ晶
晟霙裏嘱喜負辮

=駐
麟 象肇F指

導と呼 日 9人

言襲妻雰讚 2蹂揚 魔新鮮

髪  滲

司山県
日

日
①60人

②50人

彙仄駆:[蠍冒覇藝覗夕
使用して手技の研修を行つた。「   吉

,日 40人

施した。



(出 典 :平成21年度医療的ケア実施体制状況調査)

特別支援学校医療的ケア実施体制状況(H21.5.1)【 研修】

※教育委員会主催の研修について調: 査。学校単位の研修については記載していない。

都道府
県市

教員研修 看護師研修

期間 人数 内容 期間 人数 囚 谷

山口県 2日 135人

所管説明
一般研修(基礎分野・専門分野〉
・基礎分野

漫爵磐響躍轟鶉 監[11層葉λ
罐翻 鱗1,の

緊識応

ξ雪貯思曇翁撃]僣奮する一般理論を理解するととも
に、基本的な手段(異常が生じた際の緊急対応を含む。)

1日 31人

所管説明、研修報告
講義

鰹 旨脇 蜃 蜀 盤 猾 ‰Ъ
等

徳島県 曰 2A
管理につい0/医 療的

香川県 5日 55人

査麓恵雪最書躍 鮮 ァの必要‖こつ。て崎
/重症心身障害児の泌尿器系疾患についてく講義)/

ラ墾荘患野富[1雰播甚曇蠣馨禦現:妥5)
/重症心身障害児の摂食礫下障害、経管栄表、栄養管
理について(講義)/学校事例発表(ビデオ視聴)

愛媛県

福岡県 日 39ノヽ 鯰
児童生徒の授業の在り方について」/「本校における医

療的ケア体制整備の実際」/協議「医療的ケア体制整備
における現状と課題について]

日 3人

]
支援学校における医療的ケアの取れについて1

長崎県

Эl日

2冶日
Э適
宜 は̈

①講義「医療的ケアについて」/講義「重度・重複障害児
の医療について」/講義「重複障害児の看護についてJ

ζ訴ぞ埋 鷲ξ蜀 嚢 鷺 蹂 楊 ラゝ鱚 計

(例)医療的ケアが必要な児童生徒の身体状況について
・当該児童生徒に対する具体的手技(異常が生した際の

緊急対応を含む。)の修得
・当該児童生徒の個別マニュアルの確認

日

日

日

ν
２
０

名
人
人

①２
０
③８

8寄冥織客撃装分層廣欝聘 雹ξ躍現状凛
機

ヒヤリ′、

＞
研

”

題
③
題

(各 学校の医療的ケア実施における場状と謀

ット事例を中心に～)

熊本県 日 45人

研修1説明 ほほえみスクールライフ支援事業の概要

炸:躙1荀i懃眩鰊
闘

大分県 ,日 40人
晶躍霧季1昇審翼鐙乳男鮨偉楼経露湾み
クマネジメントJ
(第 2回〉「たんの吸引の基礎J/「たんの吸引の実際」
〈第3回〉「経管栄養の基礎」/「経管栄養の実際」



(出典 :平成21年度医療的ケア実施体制状況調査)

※教育委員会主催の研修について調査。学校単位の研修については記載していない
特別支援学校医療的ケア実施体制状況(H21.5.1)【 研修】

都道府
県市

教員研修 看護師研修

期間 人数 内 容 期間 人数 内容

沖縄県 日 人

第1回(1)特別支援教育について②重度重複障害児の

身体の特徴と指導上の留意点0特男り支援学校における
医療的ケアの意義と基礎知識 (4)沖縄県における医療的
ケア体制整備事業と他県の状況 (5)情報交換他

第2回 (1)施設見学10:00～ 11:00(泡 瀬小児発達セン

ター)②情報交換(各学校の課題、質問・要望等)

第3回 (1)情報交換 (2)各校の研修報告等
第4回 (1)特別支援学校における医療的ケア体制整備事

業の概要について①評価とまとめ ②運営委員会の確
認事項 ③医療的ケア予算関連 (2)医 師(運営委員)の

講話①本県の医療的クアについて②嘱託看護師の行う
医療的ケアとは③ヒヤリハット事例他

札幌市 3日 0人 耶簸師]蝙l]i了鷺夜
委員会の回答内容を参照)

仙台市 1日 28人
(1)本事業の運営について
(2)学級担任としての役害リ
(3)情報交換

1日 4人
勤務について(勤務時間、休暇、給与、予算)/要医療
通学児童生徒学習支援事業について
。本事業の趣旨/医療行為の内容/担任との連携

きいたま市 3日 人 輻   弥
について」

川崎市 2日 52人 2日 人
特別支援学校についての理解を深める講義/重症,い身

障害児施設での実技演習

横浜市 5日 40人 言言i移暑周券漫[彙タニ量ラ勇ま手逢ξ『
/消イ
』

医療センターでの医療的ケアの実技研修

2日 フリに

京都市 2日

|

1約

30人

医療的ケア安全管理委員会を年2回開催しており,その

中

“

ンシデント・アクシデント事例とその分析や各校に
おける実施体制の確認・課題の協議を行うとともに,医師
等の講師を招き,取組内容等について指導助言を頂い

ている。

堺市 6日 14人
呼吸障害のある子どもの医療的ケア、医療的ケア実技研

修、重度重複障害児の理解と対応 等
6日 14人

呼吸障害のある子どもの医療的タア、医療的ケア実技研

修、重度重複障害児の理解と対応 等

神戸市

日

日

日

日

日

３
３
ａ
勧
跡

①163人

②44人

③90人

④23人

⑤25人

Э医療的ケアの意義と役害J

ら経管栄養について/呼吸、吸引について

0摂食について

8甚昴:薯肇躊星|こ■I嚢への巡回研修
Э4日

23日
Э5人

23人
Э各校看護師、養護教諭への巡回研修
②重症心身障害児施設における実地研修

福岡市 1日 12人 の事故と対応について研修を計画している。




